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【研究活動の要約】 

 宮津市街地界隈では「自然や歴史、人の賑わい溢れる城下町・港町宮津」の景観について、かつての

人の賑わいを取り戻し、人の手により守られ育まれてきた自然や歴史について、将来に引き継ぐことが

できるまちづくりが求められている。 

 そうしたなかで本研究では、「宮津まちなかの景観づくり」として、1）宮津市まちなかの景観調査、

景観要素の検討、2）長野県阿智村や大阪平野区などの先進的景観形成地域の視察、3）宮津まちなか景

観づくりワークショップに参加して、まちづくりに関する講演、住民との町歩き、意見交換・意見採集、

4）宮津まちなか（西部地区）町並み模型の製作、5）宮津まちなか景観づくりの具体的検討（宮津まち

なか西部地区・如願時川沿い道路・ベンチ・サイン等のデザイン提案、」6）宮津まちづくりシンポジウ

ムでの発表等を行ってきた。 

【研究活動の成果】 

1） 宮津景観まちづくりワークショップ(1)・講演「おもてなしの心をデザインする」（20110628） 

2） 宮津・景観形成協議会（1）・講演「おもてなしの心をデザインする」（20110712） 

3） 宮津まち景観づくり・歴史景観講座（1）・講演「宮津まち景観づくりが目指すもの」（20110905） 

4） 宮津・景観形成協議会（2）・講演「宮津まち景観づくり」（20111108） 

5） 宮津景観まちづくりワークショップ(2)・講演「港町・城下町のおもてなしの心が伝わる宮津まち

なか景観づくり」（20111118） 

6） 宮津市文殊地区活性化委員会(1)・講演「宮津まち景観づくり」（20120224） 

7） 宮津まちづくりシンポジウム・発表「おもてなしの心をデザインする・如願寺川沿い道路修景デザ

イン」（20120311） 

8） 宮津まちなか西部地区「町並み模型」の制作・展示（20120311） 

9） 宮津まちなか西部地区（案内ミニコミ誌）「まちイロ Vol.01 (8頁)」「まちイロ Vol.02 (8頁)」制

作・配布（20120311） 

【研究成果の還元】 

上記、宮津景観まちづくりワークショップ・講演会（西部地区住民、市職員、宮津高校教諭等約 20名、

浪花会館）、宮津まちづくりシンポジウム（参加者約 50名、宮津市歴史の館、）などを行い、また、 

「おもてなしの心をデザインする・如願寺川沿い道路修景デザイン」の提示、西部地区「町並み模型」

の制作・展示、地区案内ミニコミ誌「まちイロ Vol.01 (8 頁)」「まちイロ Vol.02 (8 頁)」の制作・配

布などを実施し、市民に還元した。 

【お問い合わせ先】生命環境科学研究科、三橋研究室、教授・三橋 俊雄 

  Tel: 075-703-5435      E-mail: tmitsu@kpu.ac.jp 
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参考（イメージ図、活動写真等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区案内ミニコミ誌「まちイロ Vol.01 」「まちイロ Vol.02 」 

 


